
 

第 22 回雲南懇話会資料            

私 の 登 山 履 歴 

（積雪期の剱岳と黒部川、そしてヒマラヤを中心に、赤字は初トレース） 

 

サンナビキ同人 

和田 城志 

 

(１) 1974 年１１月 剱尾根登攀。 

(２) 1974 年１２月 小窓尾根からチンネ登攀、早月尾根下降。 

(３) 1976 年１２月 黒部別山南尾根から八ツ峰Ⅲ稜、敗退。 

 

1977 年 7～10 月 アフガニスタンからインド･ガルワール、ラダックへトレッキング。 

(４) 1977 年 12 月 八ツ峰Ⅱ稜右稜からマイナーピーク 

 

1978 年 5～11 月 東部カラコルム、ゲントⅡ（7343m）初登頂、ネパールヒマラヤ、ランタン・リルン(7246m)初登頂。 

(５) 1979 年 2 月 北仙人尾根～剱岳北方稜線～早月尾根。 

(６) 1979 年 12 月 八ツ峰Ⅲ稜～剱岳～早月尾根。 

 

(７) 1980 年 3 月 宇奈月～剱岳北方稜線～大日岳稜線。 

1980 年 7～8 月 インド、クル・マナリ、バラ・シグリ氷河、シグリ・パルバット(6526m)登頂、 

クル・プモリ E（6400m）登頂。無許可。 

 

（８） 1981 年 2 月 立山東尾根～剱岳～早月尾根。 

（９） 1981 年 12 月 岩小屋沢岳～白竜峡横断～黒部別山カベ尾根～八ツ峰Ⅳ稜～早月尾根。 

(10) 1982年3月 天狗尾根～鹿島槍ヶ岳北壁～牛首尾根～半月峡横断（初トレース）～ガンドウ尾根～八ツ峰Ⅲ稜～

早月尾根。 

 

(11) 1982 年 12 月黒部別山第一尾根～八ツ峰Ⅱ稜左稜（初トレース）～早月尾根。 

(12) 1983 年 2 月 遠見尾根～五龍岳～東谷山尾根～S 字峡横断～雲切尾根～三ノ窓尾根～早月尾根。 

(13) 1983 年 3 月 赤岩尾根～鹿島槍ヶ岳～十字峡横断～剱沢大滝～八ツ峰Ⅰ峰北面滝ノ稜（初トレース） 

 

1984 年３～9 月 カンチェンジュンガ南峰（8491m）～中央峰(8478m)～主峰（8598m）初縦走。 

ナンガ・パルバット (8125m) 西面ディアミール･ルート、8000m 付近で敗退。 

1985 年 6～８月 カラコルム、マッシャ^ブルム（7821m）北西壁初登攀。 

ブロード・ピーク （8047m） アルパインスタイル登頂。 

1986 年 6～8 月 ナンガ・パルバット(8125m)南面、ルパール壁中央側稜（メッスナールート）、7850m 付近で敗退。 

 

(14) 198６年 12 月～1987 年 1 月 上高地～明神岳Ⅴ峰～前穂高岳～槍ヶ岳～水晶岳～黒部上の廊下横断～越中

沢岳～五色ヶ原～立山、入山 18 日目に雄山頂上でスリップ、山崎カール底まで転落し、

ヘリコプターに救出される。計画は八ツ峰Ⅰ峰から剱岳だった。 

全治６ヶ月の重傷。右膝十字靭帯は二度の手術でも繋がらず、障害を持つ身となる。 

 

(15) 1987 年 12 月 白馬岳主稜から名剣尾根を下る途中、癒えていない右膝を再度負傷し、ヘリコプタで救出される。 

計画は、サンナビキ北東尾根より剱岳北方稜線だった。登山を止める。 

(16) 1989 年 12 月 湯俣尾根～水晶小屋～雲の平～薬師岳東面中央稜～太郎小屋。 

豪雪で下山日が遅れ、有峰ダム直前でヘリコプターにピックアップされる。 

 

(17) 1990 年 3 月 常願寺川～鳶山西尾根～五色ヶ原～平の渡し付近横断～南沢岳北尾根～ブナタテ尾根。（単独

行）  この登山で登山再開を決心する。 



(18) 1991 年 3 月 八方尾根～唐松岳～餓鬼尾根～餓鬼谷出合横断～北仙人山北東支尾根(初トレース)～八ツ峰 

Ⅰ稜～早月尾根。 

1991 年 6～８月 ナンガ･パルバット南面、バティン氷河柱状岩稜ルート 7900m 付近で敗退。 

 

(19) 1991 年 12 月 天狗の頭東尾根～白馬鑓ヶ岳～中背尾根～欅平～小黒部谷～赤谷山東尾根（初トレース）～ 

赤谷尾根を下る。 

(20) 1992 年 3 月 爺ヶ岳東尾根～岩小屋沢岳北西尾根～十字峡横断～黒部別山北尾根～黒四ダムへ下る。 

(21) 1992 年 12 月白馬岳～名剣尾根～欅平～小黒部谷～赤ハゲ東尾根（初トレース）～剱岳北方稜線～早月尾根。 

(22) 1993 年 3 月 赤岩尾根～鹿島槍ヶ岳～牛首尾根～十字峡～黒部別山トサカ尾根～八ツ峰Ⅴ峰菱ノ稜（初トレー

ス）～早月尾根。 

(23) 1994 年 3 月 岩小屋沢岳～白竜峡横断～黒部別山中尾根支稜～黒四ダムへ下る。 

 

(24) 1995 年 3 月 親不知～白馬岳北方稜線。（単独行） 

(25) 1996 年 12 月赤岩尾根～鹿島槍ヶ岳～十字峡～剱沢～大滝尾根～黒四ダムへ下る。 

(26) 1997 年 12 月欅平～小黒部谷～毛勝山東尾根(初トレース)～ブナクラ谷下降。 

(27) 1998 年 3 月 常願寺川～薬師岳北西尾根～薬師岳～東南稜～雲の平～水晶岳～ブナタテ尾根。（単独行） 

 

これ以後、雪の黒部には入っていない。否、まともな積雪期登山は行っていない。アルピニズムの世界から足を洗っ

たと言っていいだろう。私の登山歴はもとよりこれだけではない。他にもいろいろな山域を訪れたし、多くの岩壁を攀じた。

大学山岳部に 1969 年入部して以来、ほとんどの関心は山だけだった。ほとんどの時間をそれに費やした。たかだか 30

年の活動だったが、不満を言ったらバチが当たる。何ができたか、何ができなかったか。 

 

それでも雪黒部とナンガ・パルバットはかけがえのない私の宝だ。もう一度生まれかえっても、アルピニストになりたい

と思う。憧れてきたたくさんの目標に触れずに終わっているからだ。私の今の活動は、私の夢とは矛盾するけれど、アル

ピニズムの激しさを漂わせながら、日本の風土に触れることである。いや、世界の風土に触れたい。その中で、目指して

きたアルピニズムを再考したい。 

 

私は、ほぼ月の半分を旅に費やしている。運転免許を持たない私は、自転車旅行か山登りもしくは一般道をただ歩く。

北は東北から南は奄美大島まで、とにかく日本のありふれた田舎を訪ね歩いている。そのささやかな軌跡として、最近

二年間の主な歩き旅を羅列する。 

 

2010 年１～2 月 四国八十八ヶ所遍路野宿旅、34 日間。 

2010 年 4～5 月 ネパール、ランタン氷河トレッキング。ティルマンのコルへ登り、ガンジャ・ラを越えてカトマンズに下る。

30 日間。 

2010 年 10 月 伊勢神宮から歩き始め、伊勢街道、大峰山奥駈道を吉野へ、 12 日間。 

2010 年 11 月 熊野古道小辺路、紀伊田辺から高野山へ、 ６日間。 

 

2011 年 2 月 香川県琴平から祖谷渓、四国山脈を越え土佐湾へ、 5 日間。 

2011 年 3 月 愛媛県大洲から高知県佐川へ、龍馬脱藩の道を歩く。 ５日間。 

2011 年 8～9 月 駿河湾から日本海へ、南アルプス、中央アルプス、御岳、乗鞍岳、北アルプスを全山縦走する。 

29 日間。 

2011 年 11 月 土佐湾から仁淀川を遡り、石鎚山を越え瀬戸内海へ下る、 ５日間。 

2011 年 12 月 瀬戸内海から剣山を越えて土佐湾へ、 5 日間。 

 

2012 年 2 月 瀬戸内海から石鎚山へ登り、笹ヶ峰へ縦走して高知へ下る、 7 日間。 

2012 年 3 月 青森県竜飛岬から山形県象潟まで日本海側海岸線を歩き、岩木山、白神山、鳥海山を登る。 20 日間。 

2012 年 4～5 月 ネパール、ランタン氷河、サルバチョメ(6707m)試登の後、ハーゲンのコルに登り、ティルマン・パスを越

えてカトマンズへ下る。 40 日間。 

 ―了― 
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